




ご あ い さ つ

　本日はわんぱく相撲中央区大会にご来場いただき、誠にあり
がとうございます。
　子ども達がわんぱく相撲に真剣に取組むことで、勝った喜び
や負けた悔しさを味わうことだけではなく、勝者をたたえ敗者
を思いやる心、一歩前にふみ出す勇気、最後まであきらめない
努力を学んでほしいと思います。
　今年の大会テーマ「勇気がくれる明日への力」のとおり、一
歩ふみ出す勇気が、明日へと向かう自分を成長させます。
大会まで、一生懸命練習してきた子ども達は、たとえ途中で負
けてしまっても、精一杯試合に挑んだことが、かけがえのない
経験になると思います。

　本日の大会を支えて下さった中央区の企業、団体の皆様には
心より御礼申し上げます。又、本日の運営の為に何度も協議を
重ね、共に大会開催に力を尽くしてくださった中央区立小学校
の校長先生をはじめとする先生方、PTAの皆様、保護者の皆様、
青少年対策地区委員会の皆様に感謝申し上げます。

　ご参加頂きました皆様が、怪我や事故など無いよう祈念する
と共に、素晴らしい思い出を持ち帰って頂けるよう心を込めて
運営致しますので、皆さん力いっぱい試合に挑んでください。

　これからもわんぱく相撲中央区大会にご参加頂けることを心
よりお待ち申し上げます。
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第 36 回 わ ん ぱ く 相 撲
中央区大会タイムスケジュール

10：00〜 思いやり広場 会場：３F小体育館

10：10〜
中学年児童を対象にした荒汐部屋による禁じ手の講習及び、
格闘家久保田武藏氏の講演

会場：地下第一部道場

10：10〜
高学年児童を対象にした荒汐部屋による禁じ手の講習及び、
格闘家久保田武藏氏の講演

会場：地下第二武道場

10：30〜 記念手形

11：00 ママさん腕相撲受付 受付場所：２F総合受付

11：30
ママさん腕相撲大会
大会終了後武道場にて表彰式

会場：地下武道場

開会式
  8：50	 開場・受付開始		
  9：20	 開会式		
		  ・会長挨拶	 中央区相撲子供会会長	 橘　 知範
		  ・来賓挨拶		
		  ・化粧まわし返還		
		  ・団体戦トロフィー返還	 男子の部	
			   女子の部	
		  ・選手宣誓		
		  ・実行委員長挨拶	 大会実行委員長	 藪野 美芽
		  ・立ち合い実演	 荒汐部屋	
		  ・準備体操	 東京ラジオ体操会連盟公認指導員	 竹門 栄一氏

競技開始
10：00	 個人戦
		  10：00〜	 男子 １年・２年 /女子 １年・２年
		  11：00〜	 男子 ３年・４年 /女子 ３年・４年
		  12：00〜	 男子 ５年・６年 /女子 ５年・６年
		  予選（敗者復活戦含む）→第２次予選
13：30	 団体戦
		  男女別	 各校１チームずつ
14：20	 個人戦決勝トーナメント

閉会式
15：00	 閉会式
		  ・表彰式
		  ・閉会宣言

会場：主競技場

その他の企画
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ごあいさつ

　第 36 回「わんぱく相撲中央区大会」が大勢の参加者のもとに盛大に開催されま
すことを心からお祝い申し上げます。
　この大会は、子どもたちの健康の増進とともに、心と体が健やかに成長すること
を願って開催されるものです。今年のテーマは、「勇気がくれる明日への力 ～みん
なの元気を日本中に広げよう！～」であります。昨年３月に発生した東日本大震災
では、大津波や原発事故という未曾有の大災害により、日本中が大打撃を受けまし
た。被災地の一日も早い復旧・復興を願うとともに、相撲を通じて皆さんが育み、
自らを奮い立たせる勇気や困難に立ち向かう気持ちが、被災地はもとより日本中の
人々の心の中に「元気」となって届くことを願っております。
　相撲は日本の国技です。日ごろの稽古で培った持てる力と技をすべて出し切り、
国技にふさわしく、はつらつとした相撲を期待しています。体と体をぶつけ合い、
一生懸命に戦う姿は見る方々に感動を与えます。土俵際で負けないよう最後まであ
きらめない心、勝負が決した際には相手を思いやる気持ちも大切なことです。
　選手の皆さんは、元気いっぱいの相撲で大勢の友達との交流を深め、楽しい一日
を過ごしていただきたいと思います。また、これからもさまざまなスポーツを楽し
み、そして勉強にも力を注ぎ、強い体と心を持った思いやりのあるやさしい人に育
ってほしいと願っております。
　終わりに、今大会のお世話をしていただいております中央区相撲子供会や東京青
年会議所中央区委員会の皆さま、青少年対策地区委員会、ＰＴＡ連合会など関係各
位に心から感謝 ･御礼申し上げますとともに、皆さまのご健勝とわんぱく相撲のま
すますのご発展をお祈りし、ご挨拶といたします。

中央区長　矢 田　美 英
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わんぱく相撲とは

　1970年代に遊び場の少ない東京で、子ども達の心身の鍛錬
と健康の増進の為の教育事業として社団法人東京青年会議所
（現在は公益社団法人東京青年会議所）によって、わんぱく相
撲は始まりました。
　その後 1980 年代に文部省からわんぱく相撲の全国普及化
の指導があり、東京23区から全国各地での開催へと拡がりま
した。又 1985 年には両国国技館の落成に伴い、日本相撲協
会と運営面で共同開催が始まり、現在も共催という形でわんぱ
く相撲全国大会を運営しております。
　現在では日本全国 200カ所以上の地域で、4万人以上の子
ども達が参加し、わんぱく相撲の大会が行われ、勝ち上がった
選手達は、相撲の聖地である両国国技館にて、毎年 8月の全
国大会に挑みます。
　わんぱく相撲は、単なるスポーツとしての競技ではなく、試
合に挑むことでたくましく生きる力を育み、相撲が持つ礼節に
より相手を思いやる気持ちを学び、大会を支えてくれる人への
感謝を大切にするという、勝敗を超えたものを子ども達に伝え
ることを目的としています。
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2012年度大会テーマ

　今から35年前、遊び場の少ない東京で、子ども達の心身の鍛錬と健康の増進を目指しわん
ぱく相撲は始まりました。その後、全国各地に普及したわんぱく相撲は、試合に挑むことでた
くましく生きる力を育み、相撲が持つ礼節により相手を思いやる気持ちを学び、大会を支えて
くれる人への感謝を大切にするという、勝敗を超えたものを子ども達に伝える大会になりまし
た。今日では、毎年その時代に沿ったテーマを設け、各企業・団体から支援を頂き、地域の大
人達は子ども達の夢や希望をつなげる為に懸命に設営し、教育事業として各地域で発展を遂げ
ております。
　2011 年 3月、東日本大震災が発生し、わんぱく相撲大会は開催の危機に直面しました。
残念ながら開催することが出来なかった地域も一部ありましたが、被害を受けた地域の人々が
開催に向けて全力を尽くしたのは、心痛む現状を深く受け止めながらも、子ども達の為に希望
を持ち、前を向いて一歩踏み出すことから始めなければならないのだと強く感じたからではな
いでしょうか。
　「よし、やろう！」と決断し、一歩前に踏み出す事の根源は勇気です。子ども達には単に勝
つことの喜びと負けることの悔しさを体験してもらうだけでなく、自らを奮い立たせる勇気、
あきらめない気持ち、立ち向かう力を培い、前に向かってたくましく成長して欲しいと願って
おります。勇気を出して踏み出すことで、それが経験になり、自信が生まれ明日へと歩む力に
なるはずです。試合の後に、笑顔になる子どもや、時には涙をながす子どももいます。しかし
それは、素直に、そして全力で取り組んだ証です。そんな子ども達のひたむきさは、目にする
多くの人々に活力を与えてくれます。
　私達は、わんぱく相撲を通して、子ども達が健やかに育ち、子ども達の元気が地域から日本
中に広がっていって欲しいと考えます。震災によって地域の連携や人と人との繋がりが重要視
された時代だからこそ、わんぱく相撲大会を開催することで、地域の大人達が手を取り合って、
将来の宝である子ども達の不安を取り除き、子ども達の勇気と思いやりの気持ちを伝播し、地
域全体を活性化させる明るい材料になれば良いと思います。
　この大会を通して一人でも多くの人へ、明日への希望と元気を届けたい！以上の思いを込め
て2012年の大会テーマとさせて頂きます。

『勇
ゆう

気
き

がくれる明
あ

日
す

への力
ちから

』
～みんなの元

げん

気
き

を日
にっぽんじゅう

本中に広
ひろ

げよう！～

2012年度
公益社団法人 東京青年会議所
わんぱく相撲委員会 委員長 小栁　行央
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第36回　わんぱく相撲中央区大会参加児童名簿

城 東 小 学 校
１　年　生

霜 村　　 碧
関 口　 昌 英
中 村　 悠 馬
村 上　　 優
流 川　 未 久
２　年　生

西山　爽太郎
堀籠　城一郎
深 山　 健 生
森 　 容
吉 野　 竜 平
３　年　生

栗 原　 伸 幸
高 橋　 尚 央
福 田　　 慧
星 野　 弘 貴
４　年　生

上 野　 春 馬
近 藤　 健 心
関 口　　 樹
山 内　 渓 大
加 藤　 す ず
近 藤　 彩 水
５　年　生

江 口　 恭 香
流 川　 未 有
６　年　生

浅 妻　 武 寿
工 藤　 航 平
関 根　　 南

泰 明 小 学 校
１　年　生

飯 村　 友 哉
大 塚　 悠 翔
柏﨑　美咲妃
春 日　 大 輔
北 野　 秀 悟
佐 川　 開 琢
平 田　　 匡
福澤　紘一郎
古 家　 拓 紀
２　年　生

穴 原　 温 人
井 口　 智 貴
今 井　 悠 生
小 澤　 依 音
小 林　 暖 花
小 林　 優 花
小 林　 莉 緒
笹 村　 初 音
佐 藤　 誉 晃
髙橋　錬太朗
平 山　 育 磨
藤 原　 拓 也
古 井　 秀 征
古 川　 海 琉
松 島　 史 門
宮村　光太郎
和 田　 勇 太
３　年　生

青 柳　　 亮
天 野　 葉 月

伊 東　　 笙
井 上　 雄 介
遠藤　明日香
大 武　 慎 之
岡 本　 碧 翔
尾 崎　 史 昂
北 田　 祐 啓
小 島　　 翼
今 野　 七 海
関屋　江利菜
馬 場　 幸 成
伏 見　　 悠
堀 切　 友 世
松 本　 理 那
薮 田　 一 颯
和 田　 健 也
４　年　生

五十嵐　理彦
川 上　 公 成
小 林　 龍 征
竹 熊　 雄 太
長 沼　 祐 里
中 村　 健 吾
二 階 堂　 翔
福澤　奈都美
福 島　 至 音
古 家　　 侑
松 浦　 友 軌
５　年　生

伊 東　　 桂
尾 崎　 世 竜
金 子　 藍 羅

川 上　 舜 世
向 後　 義 樹
佐 藤　 礼 理
武田　金之助
田 﨑　　 開
久 松　 俊 介
藤 原　 由 奈
松 島　 玄 武
６　年　生

大 橋　 沙 羅
北 村　 泰 雅
小 池　 星 香
越川　莉央奈
小見山　泰輔
鈴木　りゆか
田 﨑　　 航
田 中　 夕 貴
中 村　 莉 緒
藤 崎　 耀 大
古 家　 佑 麻
堀尾　くらら
吉 安　 梨 瑚
中 央 小 学 校
１　年　生

磯 貝　 春 佳
岡 部　 冴 果
佐 藤　 優 真
円 谷　 隼 人
船 井　 唯 伽
谷内田　航平
２　年　生

遠 藤　 美 樹

尾 㟢　 歩 希
山 本　 利 久
３　年　生

尾 㟢　 利 希
志 尾　 華 音
ロゼンブルーム　ジェイ
４　年　生

今 村　　 光
内 山　 英 祐
大 隈　 輝 道
川 上　 勝 太
鈴 木　 大 吉
西 山　 怜 利
５　年　生

池 田　 健 亮
下 野　 　 怜
鈴 木　 遊 馬
吉 田　 賢 介
吉 村　 紘 一
６　年　生

小 泉　 有 駒
清 水　 　 遊
明 石 小 学 校
１　年　生

上 村　 翔 太
２　年　生

有澤　太一郎
上 村　 健 太
佐佐木　陽大
関　　 大 空
髙 島　 有 希
高野　将太郎

松島　児太郎
宮 本　 多 聞
山 野 井　 颯
桑島　あんな
３　年　生

杉山　琴之介
鈴 木　 悠 道
青木　あめり
金 子　 瀬 菜
亀 井　 結 香
富 澤　 優 花
４　年　生

小 倉　　 舜
加 藤　 真 哲
三 浦　 光 貴
村 山　 吉 盛
尾 崎　 里 緒
小 林　 も え
寺 田　　 杏
橋 本　 珠 里
久 野　 朝 陽
５　年　生

佐々木　貴湧
寺 川　 龍 輝
山野井　　爽
石 井　 映 奈
金子　菜琉美
桑島　こころ
佐佐木　佑茉
島田　帆乃香
６　年　生

青 山　 陽 美
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第36回　わんぱく相撲中央区大会参加児童名簿

髙 松　 美 鈴
京橋築地小学校
１　年　生

樫 山　 透 弥
桑 原　　 恋
齋 藤　 心 護
齊 籐　 雅 希
坂 倉　 俊 貴
中 島　　 覚
早 見　 星 吾
三 浦　 諒 太
元 尾　 光 貴
２　年　生

青 木　 穂 香
岩 本　 実 樹
大 塚　 麻 由
上 村　 和 平
久保田　晃充
小 林　 瑠 斗
坂 本　 一 翔
関 口　 百 音
田 口　 宙 宗
富井　かん菜
奈 良　 康 平
３　年　生

青 木　 千 紘
有 澤　 卓 海
大 橋　 玲 生
片 桐　 拓 海
木 村　 恵 大
齋藤　友佑菜
丹 野　 誠 司

富 澤　 宏 太
早 見　 泰 星
平 野　 翔 大
村 山　 太 郎
森　　 陸 人
４　年　生

大 塚　 脩 平
倉 田　 礼 音
西 岡　 勇 気
西 岡　　 玲
南 谷　 健 太
５　年　生

大 橋　 星 南
倉 田　 瑠 々
小林　誠太郎
齋藤　昇吾郎
齋 藤　 瑠 偉
富 井　 大 樹
宮 嶋　 翼
村 山　 沙 和
吉 澤　 萌
６　年　生

青 木　 秀 悟
桑 原　　 快
周　　 浩 之
野 村　 将 寿
野 村　 泰 寿
明 正 小 学 校
１　年　生

遠 藤　 柊 平
尾 島　 賢 哉
ガレダギ　敬一

川 上　 悟 司
小勝　祥太郎
宮 地　 天 斗
貝 賀　 杏 菜
嶋 木　 庵 蒔
中 川　　 菫
山 崎　 杏 理
２　年　生

高 野　　 丈
小 林　 美 咲
三 浦　 玲 奈
３　年　生

岩 崎　 蒼 生
小 川　 怜 王
醍 醐　　 諒
中 川　 勇 飛
宮 地　 天 成
新川　真結子
長沼　チャコ
藤 丸　 莉 沙
森　 美 沙 希
４　年　生

岡 村　 圭 悟
代 田　 圭 吾
富 樫　 伶 衣
三宅　由樹乃
５　年　生

厚 海　 汰 月
黒 澤　 理 央
高 野　 大 梧
中 川　 武 蔵
泉井　龍之介

厚 海　 衣 香
阿部　ミンナ
小田切　玲奈
６　年　生

井ノ本　航希
内 藤　 龍 弥
内 藤　　 華
鍋 山　 依 里
常 盤 小 学 校
１　年　生

今川　優太郎
大田原　幸杖
大 野　 隼 駈
勝 浦　 瑠 海
後藤　祐太郎
中 村　 有 杜
祢 津　 優 太
前 田　 陽 汰
村 山　 庚 樹
横 山　 聖 人
有 泉　 天 海
近 藤　　 菫
鈴 木　 陽 妃
岳 藤　 彩 衣
堤　　 雪 乃
中島　吏友奈
西 岡　 詩 織
邉 田　 真 琴
２　年　生

石 沢　　 椋
小 俣　 康 太
風 戸　 海 来

寺 井　 浩 幹
堀 田　 大 樹
石 原　 真 央
舘 野　 純 怜
綱 嶋　 愛 羅
松永　菜々子
宮 島　　 唯
３　年　生

青 木　 俊 樹
石 井　 啓 允
柏 村　 海 凪
金 子　 大 輝
高 木　 桜 輔
遠 藤　 佳 純
高 鷹　 り さ
鈴 木　　 葵
高 橋　 愛 里
堤　 遥 瑠 香
丸 島　 雅 子
山 田　 一 帆
４　年　生

勝 浦　 倫 碧
佐々木　　悠
鈴 木　 秀 岳
滝 澤　　 諒
田 中　 舜 也
佐 藤　 愛 美
柴 田　 陽 菜
中久喜　永佳
原　　 華 蓮
兵 頭　 美 波
布 施　 み な

５　年　生
石 原　 康 太
西 山　　 空
千 葉　 真 子
綱 嶋　 麻 莉
綱 嶋　 萌 波
中 川　　 遥
６　年　生

青 木　 勇 樹
高 橋　 一 斗
水 澤　 一 貴
日本橋小学校
１　年　生

荻 原　　 翼
関 根　 悠 登
木 村　 創 太
白 石　 直 也
日 吉 山　 唄
渡 辺　 真 子
石 塚　 彩 音
２　年　生

神田　慎太朗
逵 本　 秦 輝
富 永　 侑 仁
小 島　 孟
高 橋　 尚 志
荻野　こころ
相 澤　 初 葵
木 通　　 結
３　年　生

岩 村　 康 生
白 尾　 一 志
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福井　啓太郎
福 田　 駿 斗
池 田　 瑛 司
神 前　 庄 汰
岡 野　 多 恵
國 分　 莉 音
森 田　 妃 織
神 前　 百 花
田 宮　 小 鈴
４　年　生

石 塚　 大 夢
川野邉　一城
川 本　 浩 介
熊 谷　 佳 真
築 地　 佑 亮
村 田　 啓 輔
渡辺　伊知朗
石﨑　光太朗
伊 藤　　 仁
高 橋　 尚 義
岡 田　 里 穂
日吉山　皐耶
吉 田　 貴 乃
小島　杏果音
鮫 島　 千 穂
富 永　 麻 侑
宮嶋　ちさと
５　年　生

柏 原　 士 温
工 藤　 英 樹
カーン　一茶
吉田　さ良ら

吉 田　　 栞
６　年　生

荻 野　 太 陽
小 林　 哲 也
西 村　 喬 介
松 本　 拓 也
川野邊　一輝
西 村　 拓 真
白 石　 奈 穂
玉 村　 実 礼
松 浦　　 茜
有 馬 小 学 校
１　年　生

大 柴　 輝 明
川 崎　　 舜
國 分　 倖 陽
佐 藤　 安 浬
関 川　 喜 哉
髙 梨　 恭 平
土 屋 虎 太 朗
中 嶋　 勇 仁
中 多　 伸 介
松 脇　 努 和
吉 川　 紘 人
磯 岡　 小 春
浦　　 芹 菜
金 島　 朱 里
髙　 あ や の
友澤　江里華
寳山　こまち
三 木　 杏 夏
吉 川　 遥 菜

渡 邉　 は な
２　年　生

井 上　 真 輝
岩 下　　 優
岡田　龍ノ助
岡 部　 如 崇
小 山　 巧 豊
佐 藤　　 晃
長 谷 山　
翔 大 郎
古 野　 健 一
本 田　 優 太
神 谷　 美 冬
島　　 萌 花
３　年　生

宇 井　 和 希
佐 藤　 隆 一
田嵜　由樹也
友澤　由津樹
疋 田　 音 爾
藤田　昴太郎
諸 星　 怜 大
涌 坪　 匠 汰
木村　なみほ
関 根　 有 沙
町田　奈々美
４　年　生

井 上　 千 明
大 塚　 秀 蔵
佐 藤　 励 音
市 川　 華 帆
大 柴　 美 央

陣 内　 湖 子
望 月　 結 衣
５　年　生

宇佐美　　輝
木 村　 邦 海
納 谷　 幸 成
松 脇　 亘 輝
ミュラー　征
植 田　 美 咲
片岡　柚梨果
坂本　真由美
田 中　 愛 海
信 田　　 柚
６　年　生

菅 原　 雄 太
出口　凛太郎
蓮 見　 優 輔
吉 岡　 龍 毅
吉 川　　 徳
渡 邉　 夏 樹
佐々木　真子
佐 藤　 未 幸
瀧 本　 美 雪
浪 川　 碧 巴
馬 場　 恭 子
眞野　紗有実
皆 川　 佳 子
劉 雪　 莉 嘉
久 松 小 学 校
１　年　生

浅 沼　 遥 介
伊 沢　 勇 輝

植 田　 怜 真
加 藤　 大 貴
川 名　 海 喜
熊谷　奈津季
栗 原　 啓 太
小 林　 大 華
小 林　 七 海
高橋　依真理
髙 橋　 大 夢
田 中　 茉 優
天 海　 夕 羽
中 島　 康 成
西沢　孝一郎
長 谷 川　 拓
樋江井　愛乃
藤 田　　 元
本 間　 公 大
松岡　英之介
松 崎　　 修
三 浦　 誠 大
山 﨑　 惟 道
２　年　生

東　　 理 子
石井　颯太郎
岸 本　 醍 知
窪 田　 光 希
小 林　 遥 渡
澤 田　 真 琴
ジェイコブソン　魁
柴 原　 歩 美
田 口　 和 樹
立 入　　 碧

田 村　 正 臣
寺 島　 大 騎
乳 井　 海 渡
星井　かれん
無藤　蔵之介
山村　あんな
若 松　 宗 介
３　年　生

荒 河　 太 雅
岩 田　 彩 耶
宇 田 川　 哲
鎌 野　 幸 来
新 宅　 恭 佳
新 宅　 真 佳
鈴 木　 万 葉
橘　　 実 紀
中 島　 大 成
中 原　 優 可
長 谷 川　 開
長 谷 川　 新
濵 田　 竜 太
深 澤　 真 奈
藤 田　　 颯
松 岡　 一 希
宮 下　 秀 太
村上　怜央奈
本 山　 歩 美
森 内　 春 花
４　年　生

饗 場　　 駿
熊 谷　 雄 汰
高 田　 知 志
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瀧 澤　　 陸
天 海　 空 音
三谷　つばさ
山 本　 拓 海
和田　貢太朗
５　年　生

伊 東 慎 司
大亀　さくら
小 野 澤 要 大
橘　　 果 穂
山 崎　 梨 奈
山 本　 麻 鈴
６　年　生

石川　ひかる
石 田　 航 己
伊牟田　遥斗
宇 田 川　 仁
黒 沼　 友 貴
小 林　 大 樹
萩 原　 秀 文
松 本　 彩 花
三 谷　 大 志
阪 本 小 学 校
１　年　生

細 谷　 泰 雅
和 田　 大 輝
坂間　あすか
２　年　生

斎 藤　 英 人
御 厨　 駿 介
横 田　 一 稀
３　年　生

芦 川　 寛 明
荒 木　 宥 晴
大 村　 隼 人
鹿原　浩太郎
亀 山　 空 夏
小 内　 成 龍
末 吉　 航 大
百 木　　 凌
４　年　生

佐 藤　 雄 基
川本　ゆかり
細 谷　 芽 依
５　年　生

小 泉　 青 嵐
坂 間　 友 彦
藤 野　 暉 都
穂 坂　 陽 向
６　年　生

百 木　 あ ゆ
佃 島 小 学 校
１　年　生

植 村　 浩 成
尾 木　 芯 輔
栗 原　 大 成
長 尾　 明 紀
ラウザーイステン
山 田　 結 葉
２　年　生

市 塚　 陽 丸
鵜 山　 修 汰
加 藤　 勝 大
金 子　　 翔

神原　孝太郎
佐藤　隆之助
繁 沢　 楽
園 田　 隼 也
長谷川　　櫂
安 田　 将 駿
山 口　 晴 日
山口　裕太郎
横 山　 豪 広
中部　陽乙菜
３　年　生

青 木　 幹 太
板 倉　　 直
河 合　 弘 太
佐 藤　 幸 哉
白 戸　 朝 暘
杉 山　 大 知
鈴 木　 祥 音
髙 木　 多 聞
高 橋　 未 楽
田 野　 拓 海
垂 水　 文 弥
中 屋　 桜 介
平 出　 優 人
道 川　 怜 央
横 山　 瑛 紀
吉 田　 丈 二
ラウザーエイデン
飯田　瑠璃子
斉 藤　 苑 実
濱田　ひかり
山 田　 心 結

４　年　生
明 平　 然 人
有 馬　 純 平
大 島　 健 音
亀 山　 楓 太
堺 　 玄
髙 林　 璃 夢
大 岡　 果 鈴
清 水　 友 香
５　年　生

小 澤　 武 輝
唐 澤　 颯 宇
北 村　 恵 太
繁 澤　　 朗
青 木　 千 夏
上村　凛々花
高 本　 真 弓
西 村　 麻 希
早 川　 夕 希
村田　みなみ
６　年　生

尾 木　 草 輔
早 田　　 俊
高本　慶太郎
月島第一小学校
１　年　生

久 保　 翼 大
小 林　 俊 斗
小 林　 亮 斗
田 中　 莉 駆
棚 部　 剛 仁
根 倉　　 輝

室 田　 一 磨
蛯 原　　 海
情 野　 杏 菜
大道寺　里奈
２　年　生

加 藤　 潤 成
今 野　 瑠 斗
高 木　　 篤
武 方　　 海
田 中　 蒼 人
中 野　 貴 介
中 野　 翔 太
額 賀　 悠 斗
前田　慎一朗
雪 入　 彪 雅
橘 川　　 渚
福 地　　 岬
３　年　生

関　　 柊 太
千 田　 裕 大
戸村　元太郎
兵 藤　 力 基
福 井　 力 也
前 川　 茂 徹
朝 隈　 瑞 希
田 部　 美 咲
４　年　生

天 野　 裕 介
伊 藤　 武 政
内 田　 梨 緒
姥　　 汐 里
小 泉　 光 生

坂 口　 義 就
情 野　 翔 太
田 中　 航 大
中 川　 海 翔
御 子 神　 嵐
天 野　 実 紀
須 藤　　 瞳
山 野　 磨 弥
５　年　生

青 野　 一 平
朝 隈　 亮 太
礒田　晃一郎
小野寺　恒洋
今 野　 翔 斗
高 津　 陸 羽
長 谷 川　 謙
真栄里　一世
６　年　生

大 貫　　 廉
須 藤　 龍 一
中 島　　 武
中 野　　 旭
宮 原　 鉄 平
村 山　 郷 太
月島第二小学校
１　年　生

小 沼　 寛 太
金 子　　 釉
里 村　 天 地
畑　 聡 一 郎
白木　みなと
２　年　生
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伊 藤　 嘉 偉
加藤　彰一郎
志 田　 昊 優
中 村　 千 里
西 塚　 光 渉
向 吉　　 悠
山 家　 知 己
小 林　　 桜
横 井　 ま り
３　年　生

石 井　 颯 真
金 子　 彩 斗
小 林　　 楓
齋 藤　 元 太
斉 藤　 義 正
佐 藤　 志 有
田 近　 壮 太
薄　　 美 来
藤 枝　 眞 帆
山 本　 藍 莉
５　年　生

畦 原　 寿 生
高 津　 実 智
斉 藤　 千 尋
髙田　ひかる
月島第三小学校
１　年　生

今 野　　 航
大 竹　 大 輔
大 村　 一 太
木 山　 雄 人
澤 田　 壮 太

澤 田　 侑 希
杉 山　 仁 音
山 口　 景 彪
西村　美咲都
古沢　加乃子
星 野　　 花
吉 沢　 咲 良
柳 澤　 優 真
２　年　生

伊 藤　 慶 人
小 林　 優 斗
小 森　 彰 之
塩 貝　 健 人
柴 田　 周 作
田 口　 大 和
永 田　　 凌
永 渡　　 鷹
野 口　　 隼
原 口　 翔 太
広 瀬　 洸 大
松 崎　 潤 平
森 田　 永 遠
横 田　　 翼
阿 部　　 澪
菅 野　 真 央
清 水　 美 羽
寺 園　 理 歩
３　年　生

池 田　 啓 吾
今 野　 俊 介
鹿 島　 帆 高
齋 藤　　 悠

松 本　 慶 人
吉 沢　 頼 郁
越智　あずさ
貴 田　 彩 渚
佐々木　美帆
庄 司　　 和
三 宅　 美 音
柳 澤　 愛 莉
４　年　生

北 村　 優 太
佐 々 木　 大
四ノ宮　悠吏
山 田　 詩 音
岡 本　 和 花
柴田　衣央里
杉 山　 琴 音
山 神　　 恋
横 田　 美 羽
５　年　生

井 上　 晃 輝
清 水　　 紘
上 念　　 匠
原 口　 竜 太
吉 沢　 怜 央
伊 藤　　 岬
佐 藤　 春 香
手 川　 朋 香
６　年　生

飯 田　　 旭
井 上　 祐 弥
堀江　義太郎
松 本　 秀 哉

三 宅　 海 音
髙橋　梨々子ライラ
沼 崎　 織 沙
豊 海 小 学 校
１　年　生

菊 池　 萌 花
竹 本　 真 優
垂 澤　 渓 太
米山　祥太朗
２　年　生

大熊　慶太郎
大 山　 陽 生
梶 川　　 爽
櫻 井　 章 貴
竹 中　　 稜
茶 木　 佑 仁
橋 詰　 出 海
松 本　　 海
村田　侑太郎
３　年　生

阿 部　 百 花
池 田　　 温
金 子　 拓 未
上 柿　 八 雲
後藤　和花奈
桜 井　 勇 也
新 楽　 圭 冬
高 沢　 卓 馬
竹 本　 航 大
田 代　 愛 子
外 山　 公 平
福田　ほのか

吉 田　 実 未
渡 辺　 帆 南
４　年　生

赤 木　 慶 太
宇佐美　匠眞
桜 井　 君 衣
角 田　　 匠
外 山　 俊 輔
中 川　 東 子
中津川　南桜
中 村　 航 大
布 川　 青 葉
橋 詰　 青 空
濱 組　 華 実
松 井　　 隆
矢 澤　 里 帆
吉 田　 光 寿
５　年　生

大 橋　 武 尊
新 楽　 大 空
垂 澤　 涼 平
６　年　生

阿 部　 世 那
梶 川　　 心
上 倉　 沙 知
木 下　 竜 成
高 沢　 光 輝
藤 田　 志 音
宇 佐 美 学 園
５　年　生

高 安　 一 郎
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協 力 団 体
●中央区青少年対策地区委員会

勝どき・豊海地区委員会様
京橋一之部地区委員会様
京橋六之部地区委員会様
佃地区委員会様
月島地区委員会様
日本橋一之部地区委員会様
日本橋二之部地区委員会様
日本橋三之部地区委員会様
日本橋四之部地区委員会様
日本橋六之部地区委員会様
晴海地区委員会様

●帝京大学　初等教育研究会〜どんぐり〜様
●帝京大学　児童文化研究会〜 Step 〜様
●中央区 PTA 連合会様
●荒汐部屋様
●久保田武藏様

協 賛 団 体
東京晴海ライオンズクラブ様
東京銀座ライオンズクラブ様
東京数寄屋橋ライオンズクラブ様
東京堀留ライオンズクラブ様
東京シティ日本橋ロータリークラブ様
東京中央ロータリークラブ様
東京中央新ロータリークラブ様
東京日本橋ロータリークラブ様
東京日本橋西ロータリークラブ様
東京日本橋東ロータリークラブ様
東京銀座ロータリークラブ様

協 賛 企 業
※五十音順

株式会社 アイシーランド様
大島忠尚様
神林印刷 株式会社様
株式会社 喜代村様
栗原法律事務所様
小坂こども元気！クリニック様
公認会計士 末吉慎一事務所様
株式会社 サプル様
JP ホーム 株式会社様
株式会社 下野重三郎商店様
下目黒歯科内科様
昭和工機株式会社様
株式会社 スサト様
株式会社 関富様
永塚パートナーズ法律事務所様様
株式会社 タナチョー様
テイト商事株式会社様
有限会社 寺島様

有限会社 東京かわら版様
内外施設加工業株式会社様
日本運行システム株式会社様
株式会社 ネオ・コミュニケーションズ様
バレーパーキングシステムズ株式会社様
株式会社フィックスジャパン様
株式会社プラン・ドゥ・モトハシ様
ブレーンステッド株式会社様
ホワイト＆ケース法律事務所様
松井建設株式会社様
松崎幸廣様
ミズノプリテック株式会社様
株式会社三越伊勢丹　三越日本橋本店様
株式会社三原堂本店様
ライオンファイル株式会社様
株式会社 和田久様

思いやり広場参加団体
警視庁久松警察署様
東京消防庁日本橋消防署様
特定非営利活動法人 フレンドシップキャンプ様
特定非営利活動法人 魚食文化の会様
ワンワールド・ワンピープル協会（OWOP）様
NPO オーソティックスソサエティー様
東京ベルディ1969フットボールクラブ株式会社様

中学生ボランティア参加者
青木秀悟さん	 銀座中学校
陣内慈央さん	 銀座中学校
橋本なつきさん	銀座中学校
横江なつみさん	銀座中学校
繁澤快さん	 佃中学校
清水聖人さん	 佃中学校
村石竜二さん	 佃中学校
朝岡千尋さん	 日本橋中学校
嶋田彩帆さん	 晴海中学校

クラブわんぱく参加者
関谷真利亜
高田　遥
真野　愛弓
上柿　紗也
赤木　優香
高根澤　結花
伊藤　花梨
薄　明日香
和田　恵
国奥　成美
福田　允治
高田　恵莉香
シンナタス真人
俵　加奈
佐々木翔矢
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○個人戦
男子　１・２・３・４・５・６年生
女子　１・２・３・４・５・６年生
計 12 ブロックのトーナメント戦（但し、予選の１回戦のみ敗者復活あり）
同じ学校同士の取組みは基本的に１回戦のみ行なわない。
各部門８名が決勝トーナメント進出
８名に選出する際、１回戦多く取組みを行なう児童が出る場合があります。（くじにて選出）

○団体戦
学校別対抗戦（男女別）のトーナメント方式
男子　１校５名で１チーム（５戦の内、３勝したチームが勝利）
女子　１校３名で１チーム（３戦の内、２勝したチームが勝利）

○表彰対象
個人戦 12 ブロック　計 48 名

優勝１名　準優勝１名　３位２名
４・５・６年男女の優勝者は東京都大会への出場権を獲得する。

団体戦　男女２チーム　計４チーム
優勝　１チーム　　準優勝　１チーム

○立ち合いについて
土俵内側で一礼をし、主審の指示でソンキョし、両手を付き、「はじめ」の掛け声で立つ。

「待った」は無しとする。２度づきは一回目は取り直しとし、２回目は負けとする。
○禁じ手について

禁じ手を行なった場合、即時中止し、取り直し、２回目は負けとする。
○取組について

３分で勝敗がつかない場合は取り直しを行なう。
○�女子のＴシャツを引っ張る場合は審判の判断に任せ、故意の場合は指導する。
○判定について

勝ち負け等の判定についての一切を土俵の審判団の判断によるものとします。
判定についてのご意見・クレーム等は受け付けません。

わんぱく相撲中央区大会ルール！
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禁じ手・禁じ技
次に挙げる各行為は、相手に危害を与える危険な手や技であり、禁じられています。
※大相撲の禁じ手とは異なります。
危険な行為を禁じることで、運動競技としての相撲が成り立ってきました。
試合で禁じ手・禁じ技を用いた場合は取り直しや反則負けとなることがあります。

禁じ手

©琴剣

わんぱく相撲全国大会ルール
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©琴剣

わんぱく相撲全国大会ルール
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©琴剣
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決まり手
主な技は次の通りです。
これらの技の他にも決まり手があり、すべて合わせると８２手と５つの勝負結果になります。

©琴剣

わんぱく相撲全国大会ルール
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©琴剣

わんぱく相撲全国大会ルール
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©琴剣

　一般のお客様もスポーツセンターをご利用されております。安全・
防犯上の問題がございますので、会場内では係員の指示に従って頂
きます様お願い致します。
　本大会中の事故・怪我等につきましては、ご自身の保険をお使い
頂きます様お願い申し上げます。

３階観客席について
観客席は限られたスペースとなっており定員以上の入場は大変危険
となります。
競技は、低学年、中学年、高学
年と時間を分けて進行いたしますので、応援の皆様におかれまして
は、交替制にてご着席いただけますようご協力お願いいたします。

写真撮影・ビデオ撮影について
土俵廻りでの撮影は運営の都合上、各学校単位でお配りしている
ゼッケンを付けている方に限らせていただきます。
皆様のご協力をお願い申し上げます。

ゴミについて
空き缶、ゴミ等は各自お持ち帰りくださいますようご協力お願い致
します。

開催当日の体育館について
大会当日はわんぱく相撲大会以外にも他団体の大会が開催されてお
ります。他大会にご迷惑がかからぬようご指導をお願い申し上げま
す。
また、会場内ではアナウンスに従っていただけますようお願い申し
上げます。

お　願　い

19



「むさしエンタメ体操」生徒数13万人！ 

総合格闘技世界4冠王者 千葉県館山市エンタメ大使 

久保田 武蔵 

株式会社MUSASHI 

〒336-0964 埼玉県さいたま市緑区東大門2-18-1-503 tel/fax:048-878-5023 

mail：com_musashi@yahoo.co.jp   URL: http://musashi-com.net/  オフィシャルサイト: http://kubotamusashi.net/ 

 

久保田 武蔵（くぼた むさし） 
 

1982年2月9日生まれ。 

株式会社ＭＵＳＡＳＨＩ代表取締役。 

運動のお兄さん、司会（2100回）、俳優、モデル、モノマ

ネ師、リングアナウンサー、リポーター、ライター、講師

など、多岐にわたり活動。  

その他、総合格闘技世界4冠王者、千葉県館山市ふる

さと市民、館山エンタメ大使の顔も持つ。 

(株)ベネッセコーポレーション「こどもちゃれんじ」にて

運動のお兄さんを4年間担当。「笑い８割、運動２割」が

合言葉の「エンタメ体操」を開発し、教室とイベントを展

開。全国に13万人の生徒を持つ。 

 

資格・その他  
・総合格闘技世界4冠王者 

・㈱ベネッセコーポレーション「こどもちゃれんじ」お兄さん 

・NPO法人こども交通安全支援ネットワーク理事 

・埼玉県川口市主催「交通安全教室」統括リーダー  

・いじめ撲滅コミュニティ『いじめ駆け込み寺』総合窓口 

・『ＡＥＤ・ＣＰＲ普及イベント』総合プロデューサー 

・一般社団法人『日本こども育成協議会』会員  

・財団法人「交通遺児育成基金」会員  

・TOEFL(PBT 500point)  

・『ＡＥＤ・ＣＰＲ』指導者資格  

・メディックファーストエイドチャイルドケアプラス 

「むさし体操教室」担当クラス実績 

・アートチャイルドケア(株)「アートチャイルドケア」全園 

・(株)ピノーコーポレーション「ピノキオ幼児舎」直営全園 

・(株)スパイナルデザイン「マミー＆ミーナーサリー」直営全園 

・ブリック(株)「ピラミッドメソッドキッズガーデン」 

・のびのび広場ウィズ 

・豊四季幼稚園「つみきらんど」 

・「ティップネス」 

 （キッズクラス、親子クラス、シニアクラス、格闘技クラス） 

・「コナミスポーツクラブ」 

 （キッズクラス、親子クラス） 

・「ポゴナクラブジム」 

 （キッズクラス、シニアクラス、格闘技クラス） 

・「レンジャー品川ジム」 

 （キッズクラス特別講師） 

・タレント養成所「テアトルアカデミー」 

・首都圏高層マンション子育て支援・運動クラス 

おもな講師実績 
・文部科学省「キャリア教育コーディネート授業」公認講師 

 （東京都内小中学校） 

・埼玉県川口市主催「交通安全教室」担当 

 （4年間全160施設担当） 

・第8回全日本私立幼稚園連合会ＰＴＡ地区協議大会 

・第16回東京都私立幼稚園連合会ＰＴＡ大会 

・東京ドーム「こどもの日」イベント 

・東京武道館「体育の日」イベント 

 （ひろみちお兄さんと２部制でステージ担当） 

・千葉県館山市主催「うみまちフェスタ09.10.11」(海上自衛隊) 

・千葉県館山市主催「若潮マラソン09.10.11」ゲストランナー 

・第34回わんぱく相撲大会 

・全国「イオン」、「ららぽーと」他、ショッピングモール内イベント担当 

・首都圏高層マンション子育て支援・運動イベント 

・ピノキオシンポジウム 

・いじめ駆け込み寺（主催） 

・タレント養成所「テアトルアカデミー」 
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「むさしエンタメ体操」生徒数13万人！ 

総合格闘技世界4冠王者 千葉県館山市エンタメ大使 

久保田 武蔵 

株式会社MUSASHI 

〒336-0964 埼玉県さいたま市緑区東大門2-18-1-503 tel/fax:048-878-5023 

mail：com_musashi@yahoo.co.jp   URL: http://musashi-com.net/  オフィシャルサイト: http://kubotamusashi.net/ 

 

久保田 武蔵（くぼた むさし） 
 

1982年2月9日生まれ。 

株式会社ＭＵＳＡＳＨＩ代表取締役。 

運動のお兄さん、司会（2100回）、俳優、モデル、モノマ

ネ師、リングアナウンサー、リポーター、ライター、講師

など、多岐にわたり活動。  

その他、総合格闘技世界4冠王者、千葉県館山市ふる

さと市民、館山エンタメ大使の顔も持つ。 

(株)ベネッセコーポレーション「こどもちゃれんじ」にて

運動のお兄さんを4年間担当。「笑い８割、運動２割」が

合言葉の「エンタメ体操」を開発し、教室とイベントを展

開。全国に13万人の生徒を持つ。 

 

資格・その他  
・総合格闘技世界4冠王者 

・㈱ベネッセコーポレーション「こどもちゃれんじ」お兄さん 

・NPO法人こども交通安全支援ネットワーク理事 

・埼玉県川口市主催「交通安全教室」統括リーダー  

・いじめ撲滅コミュニティ『いじめ駆け込み寺』総合窓口 

・『ＡＥＤ・ＣＰＲ普及イベント』総合プロデューサー 

・一般社団法人『日本こども育成協議会』会員  

・財団法人「交通遺児育成基金」会員  

・TOEFL(PBT 500point)  

・『ＡＥＤ・ＣＰＲ』指導者資格  

・メディックファーストエイドチャイルドケアプラス 

「むさし体操教室」担当クラス実績 

・アートチャイルドケア(株)「アートチャイルドケア」全園 

・(株)ピノーコーポレーション「ピノキオ幼児舎」直営全園 

・(株)スパイナルデザイン「マミー＆ミーナーサリー」直営全園 

・ブリック(株)「ピラミッドメソッドキッズガーデン」 

・のびのび広場ウィズ 

・豊四季幼稚園「つみきらんど」 

・「ティップネス」 

 （キッズクラス、親子クラス、シニアクラス、格闘技クラス） 

・「コナミスポーツクラブ」 

 （キッズクラス、親子クラス） 

・「ポゴナクラブジム」 

 （キッズクラス、シニアクラス、格闘技クラス） 

・「レンジャー品川ジム」 

 （キッズクラス特別講師） 

・タレント養成所「テアトルアカデミー」 

・首都圏高層マンション子育て支援・運動クラス 

おもな講師実績 
・文部科学省「キャリア教育コーディネート授業」公認講師 

 （東京都内小中学校） 

・埼玉県川口市主催「交通安全教室」担当 

 （4年間全160施設担当） 

・第8回全日本私立幼稚園連合会ＰＴＡ地区協議大会 

・第16回東京都私立幼稚園連合会ＰＴＡ大会 

・東京ドーム「こどもの日」イベント 

・東京武道館「体育の日」イベント 

 （ひろみちお兄さんと２部制でステージ担当） 

・千葉県館山市主催「うみまちフェスタ09.10.11」(海上自衛隊) 

・千葉県館山市主催「若潮マラソン09.10.11」ゲストランナー 

・第34回わんぱく相撲大会 

・全国「イオン」、「ららぽーと」他、ショッピングモール内イベント担当 

・首都圏高層マンション子育て支援・運動イベント 

・ピノキオシンポジウム 

・いじめ駆け込み寺（主催） 

・タレント養成所「テアトルアカデミー」 
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Ⓒちばてつや

日時：7月29日（日）午前9時より／会場：両国・国技館
主催：（財）日本相撲協会・公益社団法人 東京青年会議所
後援：文部科学省、警察庁、東京都、日本放送協会、日本商工会議所、（公社）日本青年会議所、（財）日本相撲連盟

（社）日本PTA全国協議会、読売新聞社
協賛：全国農業協同組合連合会、株式会社日能研

わんぱく相撲全国大会ホームページ
http://www.wanpaku.or.jp/

第28回わんぱく相撲全国大会

※大会に出場を希望の方はホームページをご覧下さい。

『勇気がくれる明日への力』
ゆう ちからき あ す

～みんなの元気を日本中に広げよう！～
げん き にっ ぽん ひろじゅう

観覧無料！

出場方法

全国大会当日は、両国国技館２階席にてどなたでも無料でご観
覧頂けます。是非、ご来場下さい。

お住まいの地域の予選大会をホームページにてお近くの大会を
お探し頂き、各大会へお問い合わせ下さい。
※全国大会は４、５、６年生男子のみの出場となります。



Ⓒちばてつや

日時：7月29日（日）午前9時より／会場：両国・国技館
主催：（財）日本相撲協会・公益社団法人 東京青年会議所
後援：文部科学省、警察庁、東京都、日本放送協会、日本商工会議所、（公社）日本青年会議所、（財）日本相撲連盟

（社）日本PTA全国協議会、読売新聞社
協賛：全国農業協同組合連合会、株式会社日能研

わんぱく相撲全国大会ホームページ
http://www.wanpaku.or.jp/

第28回わんぱく相撲全国大会

※大会に出場を希望の方はホームページをご覧下さい。

『勇気がくれる明日への力』
ゆう ちからき あ す

～みんなの元気を日本中に広げよう！～
げん き にっ ぽん ひろじゅう

観覧無料！

出場方法

全国大会当日は、両国国技館２階席にてどなたでも無料でご観
覧頂けます。是非、ご来場下さい。

お住まいの地域の予選大会をホームページにてお近くの大会を
お探し頂き、各大会へお問い合わせ下さい。
※全国大会は４、５、６年生男子のみの出場となります。




